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令和６年度からの部活動について 

 

 日頃より本校教育の推進についてご支援いただき感謝申し上げます。 

 国が進める部活動の改革については、これまでもお伝えしてきているとおりです。まずは休日の部活

動を地域活動（協会やクラブ等）に移行していく流れの中で、昨年度からは岡山県内にある様々なスポ

ーツクラブが中体連の公式試合（いわゆる県大会や備西大会）にエントリーできるようになり、多くの

クラブが申請しています。 

本校でも「生徒の成長のために」を前提にしつつ、部活動の地域移行を意識するとともに国が示す

「部活動ガイドライン」に準じた取組となるよう、部活動の効率化を図っているところです。 

今後の想定では、令和８年度からは、休日の部活動は教職員が行わず、地域活動となるようですの

で、そうした背景を認識のうえ、今後のお子さんの部活動の取組をご検討いただき、本校が進める部活

動をご理解いただきますようお願いいたします。 

 

１ 部活動編成について 

（１）複数顧問制を敷き、できるだけ交互で見るようにして、空いた顧問は通常業務を行うようにして

います。（安全性が保たれない場合はこの限りではありません。） 

（２）ほとんどの教員が専門性を持っていませんので、生徒たちに指導動画を見せる等の手立てを講じ

て、自分たちで考えながら意欲的に活動するよう働きかけます。 

（３）部活動時間は、ガイドラインが示す範囲内で設定しています。（一日２時間以内、土日のいずれか３時間以内） 

（４）地域移行に備え、できるだけ公式試合だけの参加となるよう段階的に進めていきます。 

 

２ 公式大会へのエントリーについて 

本校でも多くの生徒がスポーツクラブ等に参加しています。学校の部活動として出場するか、ク

ラブの選手として出場するかを４月中旬までに決定していただかなければなりません。一度申請を

したら年度内は変更できません。ご家族でしっかり話をされ、決定してください。 

 

３ その他 

２０２４年問題といわれ、運送業等の職種が月の時間外勤務時間を４５時間以内に収めるよう求

められました。これで、ほとんどの職業で残業は月４５時間以内となったわけですが、学校の教職

員も同様の状態です。現実は多くの教職員が月８０時間以上の残業となっていることは世間でも問

題になっており、先生になりたい人が減少し、教職員の働き方改革が求められています。時間外勤

務を生み出す一つの要因が部活動です。こうした状況も、保護者のみなさまにご理解いただけたら

ありがたいです。 


